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冷凍介護食（ほうれんそうのおひたし、ソフト食）

食事の提供風景

新鮮な状態で提供が可能な、高レベルの凍結技術を用いた冷凍介護食
の製造と販売を行う。
冷凍介護食は、地域農産物にこだわり、福祉施設と連携して製造。簡
単調理で質の高い食事を、必要時に必要量で提供できるため、食品ロ
スや介護現場の環境改善に寄与。また、規格外品や取れ過ぎた農産物
を積極的に活用し、廃棄抑制に寄与。

冷凍技術の確立により、冷凍介護食のメニュー数は０（平成29年
度）から542（令和３年度）に増加し、売上は０円（平成29年度）か
ら1億5千万円以上（令和３年度）に増加。
農産物生産を担う加東セントラルファームの売上は約900万円（平成
29年度）から1,200万円以上（令和３年度）に増加。

地域農産物を活用した凍結介護食の製造販売
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